
。

行
っ
て
み
よ
う
！
峰
山

町
内
の
紅
葉
の
名
所

町
内
の
神
社
や
お
寺
に
は
様
々
な

樹
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
四
季

折
々
の
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
途
中
ヶ
丘
公
園

や
総
合
公
園
、
丹
後
震
災
記
念
館
、

丹
後
文
化
会
館
な
ど
紅
葉
が
楽
し
め

る
場
所
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
夏
が
長
く
続
き
過
ぎ

て
、
秋
が
一
瞬
で
終
わ
っ
て
し
ま
う

の
で
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
紅
葉
巡
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
こ
の
季
節
は
磯
砂
山
か

ら
の
眺
め
も
絶
景
で
す
よ
。

過
去
に
例
の
な
い
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
た
今
夏
で
す
が
、
よ
う
や
く
秋
本

番
と
な
り
ま
し
た
。

紅
葉
の
季
節
を
迎
え
、
峰
山
町
内

の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場

所
以
外
に
も
多
く
の
名
所
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
気
に
入
り
を
見
つ
け

て
下
さ
い
。

金刀比羅神社神門とのコラボ（泉）

峰山町の人口 単位：人峰山市民局NEWS 《第65号》

Hello
ハ ロ ー

峰山

令和7年10月24日発行

（峰山市民局：0772-69-0711） 市HP内掲載記事へ

R7.8末 R7.9末 前月比

0歳～14歳 1,292 1,288 −4

15歳～64歳 6,148 6,149 +1

65歳～ 3,797 3,794 −3

合計 11,237 11,231 6

縁城寺は蓮の花でも有名ですが、紅葉の季節も見逃せません（橋木）

乙女神社から望む天女の里（鱒留）

＊登山等の際は獣対策もお忘れなく



深
ま
る
秋
の
中
、
町
内
各
地
で
「
朝
市
」
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
山
地
区
は
文
化
祭
に
併
せ
て
の
開
催
で
、

農
産
物
の
ほ
か
に
も
、
焼
き
芋
や
大
判
焼
き
な

ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

丹
波
地
区
で
は
物
品
販
売
等
と
併
せ
て
、
情

報
の
発
信
や
啓
蒙
活
動
も
行
わ
れ
る
予
定
で
、

地
域
全
体
の
盛
り
上
が
り
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

五
箇
地
区
は
今
回
が
11
回
目
の
開
催
と
な
り
、

個
性
豊
か
な
店
舗
が
軒
を
連
ね
ま
す
。

開
催
日
程
等
は
左
記
の
通
り
で
す
。

町
内
の
各
地
で
朝
市
が
開
催
さ
れ
ま
す

★
新
山
地
区

主
催
：
新
山
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

日
時
：
11
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～

場
所
：
荒
山
公
民
館

★
丹
波
地
区

主
催
：
丹
波
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

日
時
：
11
月
９
日
（
日
）
午
前
11
時
～

場
所
：
丹
波
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
旧
丹
波
小
）

★
五
箇
地
区

主
催
：
五
箇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
時
：
11
月
16
日
（
日
）
午
前
8
時
半
～

場
所
：
ウ
ッ
デ
ィ
い
さ
な
ご

今春開催された「五箇朝市」の様子 各ブースに行列ができていました

各地で秋祭りの行事が行われました

須賀神社の杉若太鼓

新町の神楽

⾧岡のこども神輿

久次の太刀振り

金刀比羅神社の神輿


